
小
野
寺
氏
は
秀
郷
流
藤
原
氏
と
さ
れ
、
平
安
時
代
後

半
に
下
野
国
下
都
賀
郡
小
野
寺
(
栃
木
県
)
を
本
貫
地
と

。

、

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

秋
田
県
域
と
の
つ
な
が
り
は

文
治
五
(
一
一
八
九
)
の
奥
州
合
戦
で
戦
功
を
挙
げ
た
際

の
恩
賞
と
し
て
出
羽
国
雄
勝
郡
な
ど
の
地
頭
職
を
得
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
最
初
は
庶
流
が
代
官
と
し
て
派

遣
さ
れ
、
そ
の
後
に
嫡
流
が
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。戦

国
時
代
に
は
、
小
野
寺
輝
道
・
景
道
の
と
き
に
、

雄
勝
郡
・
平
鹿
郡
・
仙
北
郡
の
仙
北

三
郡
を
は

(
山

北
)

じ
め
、
由
利
郡
・
河
辺
郡
・
最
上
郡
に
ま
で
勢
力
を
広

げ
、
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
た
だ
し
こ
の
景
道
に
つ

い
て
は
実
在
を
疑
問
視
す
る
説
も
あ
る
よ
う
で
す
。

義
道
の
代
に
な
る
と
、
戸
沢
・
本
堂
・
六
郷
氏
な
ど

の
仙
北
諸
将
が
豊
臣
政
権
か
ら
独
立
を
認
め
ら
れ
、
ま

た
仙
北
地
方
で
起
こ
っ
た
一
揆
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ

さ
れ
、
奥
州
仕
置
で
は
雄
勝
郡
が
蔵
入
地
と
し
て
最
上

氏
の
支
配
下
と
な
る
な
ど
し
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
し

た
。
太
閤
検
地
で
は
約
三
万
一
六
〇
〇
石
が
安
堵
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
最
盛
期
の
三
分
の
二
ほ
ど
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
慶
長
五
(
一
六
〇
〇
)
年
の
関
ヶ

原
の
戦
い
の
時
に
は
上
杉
氏
に
味
方
し
た
た
め
、
翌
年

に
は
改
易
さ
れ
、
石
見
国
津
和
野
(
島
根
県
)
に
預
け
ら

れ
ま
し
た
。

義
道
と
そ
の
子
孫
は
津
和
野
藩
主
坂
崎
氏
、
の
ち
亀

井
氏
の
家
臣
と
な
っ
て
幕
末
を
迎
え
ま
し
た
。
赤
穂
浪

士
の
一
人
、
小
野
寺
十
内
秀
和
は
義
道
の
子
孫
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
秋
田
藩
士
小
野
寺
氏
の
系
図

類
に
は
数
系
統
の
家
が
あ
り
ま
す
が
、
戦
国
大
名
の
小

戦
国
武
将
の
「
そ
れ
か
ら
」
…
小
野
寺
氏

～
小
野
寺
六
郎
左
衛
門
道
昌
の
秋
田
藩
仕
官
と
黒
澤
氏
～

野
寺
氏
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
は
『
藤
原
姓
小
野
寺
氏

系
譜
』
(
Ａ
二
八
八
．
二

〇
一
五
一
)
で
す
。
こ
の
系

－

図
に
よ
れ
ば
、
小
野
寺
景
道
の
二
男
で
義
道
の
弟
に
あ

た
る
茂
道
は
西
馬
音
内
に
居
城
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
子
孫
に
当
た
る
道
昌
が
元
禄
十
四
(
一
七
〇
一
)
年
に

佐
竹
氏
に
仕
え
た
と
い
う
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。小

野
寺
道
昌
が
秋
田
藩
に
仕
え
る
事
に
な
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
現
在
当
館
で
刊
行
中
の
『
岡
本
元
朝
日

記
』
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢
今
晩
(黒
澤
)伊
兵
衛
殿
西
馬
音
内

被
居
候
牢
人
小
野

ニ

寺
六
郎
左
衛
門
と
被
申
衆
、
先
祖
之
古
書
状
共
九
通
持

、

、

、

参

候

我
等
請
取
申
候

此
内
少
々
御
用
立
物
候
間

ニ
為
写
候
而
返
進
可
申
由
申
候
、
右
之
六
郎
左
衛
門
と
申

衆
ハ
小
野
寺
遠
江
殿
之

男
す
じ
、
西
馬
音
内
式
部
大

二

輔
と
云
し
人
之
子
孫
之
よ
し
、
依
之
伊
兵
衛
殿
祖
古
主

之
分
筋
故
如
此
候
。
当
夏
も
六
郎
左
衛
門
方
伊
兵
衛
殿

へ
も
被
参
候
由
、
伊
兵
衛
殿
も
先
月
西
馬
音
内
へ
被
参

(
元

禄
十

三
年

十
月

廿
日

条
)

候
也

」、
佐
竹
氏
の
秋
田
入
部
前
に
は
小
野
寺
氏
の
重
臣
で
あ

っ
た
系
譜
を
持
つ
黒
澤
伊
兵
衛
道
冨
が
、
旧
主
の
子
孫

で
あ
る
小
野
寺
六
郎
左
衛
門
道
昌
の
存
在
を
佐
竹
家
中

に
紹
介
し
て
お
り
、
家
老
で
藩
史
編
纂
の
中
心
人
物
で

も
あ
っ
た
岡
本
元
朝
は
小
野
寺
道
昌
が
持
参
し
た
古
文

書
を
写
し
、
返
却
し
て
い
ま
す
。
黒
澤
道
冨
は
、
大
坂

冬
の
陣
で
戦
功
を
挙
げ
、
佐
竹
家
中
で
は
新
参
で
あ
り

な
が
ら
重
く
用
い
ら
れ
た
黒
澤
道
家
の
子
孫
で
す
。
黒

澤
道
冨
は
旧
主
の
子
孫
が
牢
人
で
あ
る
事
に
心
を
痛
め

た
よ
う
で
、
黒
澤
氏
の
知
行
地
五
百
二
十
石
の
内
、
二

十
石
を
道
昌
に
分
知
し
、
併
せ
て
秋
田
藩
へ
の
仕
官
を

さ
せ
た
い
と
の
意
向
を
申
し
出
て
い
ま
す
(
元
禄
十
四

年
七
月
廿
八
日
条
)
。
秋
田
藩
と
し
て
も
道
昌
の
扱
い

に
つ
い
て
は
悩
ん
だ
よ
う
で
す
。
同
日
付
の｢

岡
本
元

朝
日
記｣

に
は

「
然
ル

老
中
御
中

ハ
伊
兵
衛
殿
存
入
尤

は
候
へ

ニ

ニ

ニ

と
も
、
左
様
之
名
有
人
を
な
ミ
侍

被
召
出
事
も
如
何

ニ

候
、
又
公
儀
へ
御
由
緒
も
無
之
人
ヲ
宿
老
御
座

被

ニ

ニ

召
出
事
も
難
成
事

候
、
又
浪
人
を
御
抱
候

も
何
そ

ニ

ニ

一
芸
有
之
者
を
御
抱
候
、
そ
れ
も
時
分
か
ら
故
無
其
儀

候
、
然
者
無
用

い
た
さ
れ
候
へ
と
御
申
之
由
、
因
テ

ニ

ニ

其
節
ハ
相
止
候
へ
共
、
右
之
老
中
御
内
々
御
申
も
理

当
候
事
計
と
も
不
被
存
候

」
、

伊
兵
衛
の
気
持
ち
も
分
か
る
が
、
小
野
寺
氏
の
よ
う

な
名
の
あ
る
人
物
を
少
禄
で
並
み
の
侍
と
し
て
召
し
出

す
の
も
い
か
が
な
も
の
か
。
だ
が
こ
の
人
物
は
秋
田
藩

に
は
こ
れ
ま
で
縁
が
無
く
、
そ
の
よ
う
な
人
物
を
い
き

な
り
重
臣
と
し
て
取
り
立
て
る
こ
と
も
難
し
い
。
浪
人

で
あ
れ
ば
一
芸
に
優
れ
た
人
物
を
召
し
抱
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
も
最
近
は
行
っ
て
い
な
い
。
だ
が
無
用

と
し
て
仕
官
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
良

い
、
と
い
う
老
中
(
家
老
)
の
意
見
も
理
に
か
な
っ
て
い

る
こ
と
ば
か
り
と
も
言
え
な
い
…
と
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

結
局
、
黒
澤
道
冨
の
尽
力
も
あ
り

「
岡
本
元
朝
日

、

記
」
元
禄
十
五
年
正
月
廿
一
日
に
は
大
小
姓
番
に
入
る

事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
澤
道
冨
は
小
野
寺
道
昌
が

ど
の
番
組
に
就
く
の
か
な
ど
終
始
道
昌
の
こ
と
を
気
に

か
け
て
お
り
、
同
月
廿
三
日
に
は
道
昌
が
大
小
姓
番
に

入
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
病
身
の
自
身
に
代
わ
り
御
礼

の
使
者
を
藩
に
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
秋
田
藩
と
し
て
も
道
昌
の
存
在
に
は
気
を

遣
っ
た
よ
う
で
、
前
出
の
系
図
に
は
、
道
昌
が
享
保
七

(
一

七
二

二
)
年

に
大
小
姓
組
頭
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
改
易
さ
れ
て
か
ら
約
百
年
経
っ
て
い
た

と
は
い
え
、
小
野
寺
氏
旧
臣
の
思
い
や
、
在
地
に
対
す

る
影
響
力
を
考
え
る
と
、
秋
田
藩
と
し
て
も
軽
く
は
扱

え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

【
煙
山
英
俊
】
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企
画
展
『
明
治
一
五
〇
年
』
後
期
展
示
を

十
月
二
七
日
（
金
）
～
十
一
月
二
九
日
（
水
）

の
期
間
で
催
し
て
い
ま
す
。
来
館
の
際
は
、

是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
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考
】
小
野
寺
氏
略
系
図

【

『

』

）
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姓
小
野
寺
氏
系
譜

を
参
照
し
て
作
成

(石
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国
津

和
野

に
配
流
)

小
野
寺
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道
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道

道
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茂
道

則
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道
清
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馬
音
内
城
主
)

(戸
沢
氏
に
仕
え
る
)

(
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現
在
、
当
館
で
刊
行
中
の
『
岡
本
元
朝
日
記
』
元
禄

十
六
（
一
七
〇
三
）
年
十
一
月
二
十
二
日
条
の
一
番
最

後
に今

夜
丑
刻
地
震
弱
シ
永
フ
レ
候

と
あ
り
ま
す
。
秋
田
に
い
た
岡
本
元
朝
が
十
一
月
二
十

三
日
の
丑
の
刻
（
午
前
一
時
か
ら
三
時
頃
）
に
、
弱
い

け
れ
ど
比
較
的
長
い
間
揺
れ
る
地
震
を
感
じ
た
、
と
い

う
短
い
記
事
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
、
江
戸
は
大
変

な
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

去
月
廿
四
日
戌
ノ
刻
江
戸
出
足
之
御
飛
脚
今
辰
刻

参
着
致
候
、
去
月
廿
二
日
子
ノ
刻
よ
り
大
地
震
、

寅
刻
迄
に
て
漸
止
候
由

（
元
禄
十
六
年
十
二
月
三
日
条
）

十
一
月
二
十
四
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
飛
脚
が
も
た

ら
し
た
書
状
で
、
十
一
月
二
十
二
日
の
子
の
刻
（
午
後

十
一
時
か
ら
午
前
一
時
頃
）
か
ら
二
十
三
日
の
寅
の
刻

（
午
前
三
時
か
ら
五
時
頃
）
ま
で
に
か
け
て
、
江
戸
で

大
地
震
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

書
状
に
よ
れ
ば
、
江
戸
屋
敷
に
い
た
藩
主
佐
竹
義
格

を
は
じ
め
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
秋
田
藩
の

江
戸
屋
敷
は
塀
の
方
々
が
崩
れ
、
天
水
桶
が
落
ち
、
蔵

の
土
壁
が
崩
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
た
よ
う
で
す
。

秋
田
藩
以
外
の
大
名
屋
敷
で
は
屋
敷
が
倒
れ
た
な
ど

の
情
報
が
あ
り
、
特
に
甲
府
藩
主
で
後
に
六
代
将
軍
と

な
っ
た
徳
川
家
宣
の
日
比
谷
に
あ
っ
た
屋
敷
は
、
門
と

屋
敷
の
両
方
が
つ
ぶ
れ
、
出
火
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

江
戸
の
大
地
震

災
害
関
係
史
料
が
今
に
伝
え
る
こ
と

こ
の
飛
脚
は
、
元
禄
七
年
に
秋
田
県
域
で
起
き
た
地

震
を
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
る
能
代
に
近
い

森
岡
村
（
現
：
三
種
町
）
で
経
験
し
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
に
比
べ
て
も
こ
の
江
戸
の
地
震
は
非
常
に
強

く
、
地
面
に
伏
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
飛
脚
が
江
戸
か
ら
秋
田
に
向
か
う
途

中
の
話
と
し
て
、
地
震
は
白
川
（
福
島
県
白
河
市
）
の

辺
り
ま
で
強
か
っ
た
よ
う
で
、
下
野
国
（
栃
木
県
）
あ

た
り
ま
で
は
家
が
崩
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
、

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
飛
脚
の
話
で
は

水
砂
出
候
所
有
之
由
也
、
定
て
江
戸
中
左
様
之
所

多
可
有
之
候

と
あ
り
、
江
戸
の
多
く
の
場
所
で
地
面
か
ら
砂
を
含
ん

だ
水
が
噴
出
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
は
荒
川
な
ど
の
河
口
付
近
に
位
置
し
、
埋
め
立
て
な

ど
で
徐
々
に
居
住
可
能
な
土
地
を
拡
大
し
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
都
市
で
す
の
で
、
液
状
化
な
ど
の
現
象
が
起
き

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
二
月
二
十
日
の
記
事
で
は
、
や
は
り
江
戸
か
ら
の

書
状
の
内
容
と
し
て
、

東
海
道
筋
去
月
廿
二
日
地
震
ニ
つ
ふ
れ
、
又
ハ
高

波
ニ
家
被
引
候
所
之
人
死
書
付
参
候

と
あ
り
ま
す
。
元
禄
大
地
震
で
は
房
総
半
島
南
部
や
神

奈
川
県
南
部
で
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
史
料
中

に
は
「
高
波
」
で
家
が
引
か
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
地
震
で
は
津
波
が
発
生
し
、
九
十
九
里
浜
な
ど
で
死

者
が
出
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の

あ
と
も
た
び
た
び
余
震
と
見
ら
れ
る
地
震
が
あ
っ
た
事

も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
元
禄
地
震
の
教
訓
は
、
そ
の
後
に
活
か
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
は
や
は

り
江
戸
で
大
地
震
が
あ
り
、
大
規
模
な
火
災
が
起
き
て

い
ま
す
。
写
真
の
史
料
『
江
戸
大
地
震
出
火
場
所
分
』

（
Ａ
Ｈ
三
六
九ｰ

一
三
）
は
安
政
地
震
の
時
の
出
火
場

所
を
図
示
し
た
も

の
で
す
。
元
禄
地

震
か
ら
二
百
二
十

年
後
の
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年

に
は
関
東
大
震
災

が
発
生
し
て
い
ま

す
。

当
館
で
は

地
震
を
含
む

自
然
災
害
に

関
す
る
、
江

戸
時
代
か
ら

近
現
代
に
至

る
史
料
を
数

多
く
所
蔵
し

て

お

り

ま

す
。
東
日
本

大
震
災
の
記

憶
が
風
化
し
て
き、

た
の
で
は
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
の
が
災
害
な
ら
ば
、

覚
え
て
い
る
こ
と
で
そ
の
被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
す

る
事
は
可
能
な
は
ず
で
す
。
歴
史
の
記
憶
装
置
で
あ
る

公
文
書
館
の
史
料
は
静
か
に
、
し
か
し
確
実
に
警
告
を

。

【

】

発
し
て
い
ま
す

煙
山
英
俊

『 』（ ）江戸大地震出火場所分 ＡＨ３６９－１３


